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≪研究実践のポイント≫ 

◎前年度や前時との学習内容の差異に着目して

学習をすすめることができるか。 

⇒対話・議論へつなげる 

◎単元計画 

⇒課題設定 

◎数と式の領域と図形領域の融合 

 

本教科実践レポートは、2020.5.28 に行われ

た本校研究授業を基に記述する。内容は以下の

通りである。 

 

１．単元について 

  

 本単元では、「展開」・「因数分解」を学ぶ。生

徒も、学校生活を送る中で一度は耳にしたこと

がある内容である。 

 数と式の領域では、計算のために文字式を学

習するのではなく、文字式を使って数量の関係

を一般的に表現したり、目的に応じて式を変形

したりしてうまく利用することを目的としてい

る。文字式の理解やその扱いについては、色々

な場面で使いながら徐々に慣れていくものであ

り、数と式の領域だけでなく、図形や関数の領

域でも文字式を利用することで文字式への理解

が深まったり、文字式の有用性を実感すること

ができたりする。 

 そこで、本単元では「展開」・「因数分解」を、

文字を利用した計算としての学習で終わらせる

のではなく、図形の面積と絡めて学習すること

で、意味理解をともなう学習にしていく。 

２．研究授業の内容 

             新出の問題 

               ↓ 

             答えの予想 

               ↓ 

             確かめる 

 

 

 

 

 生徒は基本的な乗法公式を利用して「展開」

することについては学習している。本時の授業

では の係数が 1 ではない場合についても乗法

公式が利用できるのかを考える。 

 今回の単元では、単元を通して新出の問題を、

分配法則や面積図を根拠にして乗法公式が利用

できることを確かめ、意味理解をともなった上

で、乗法公式を利用すればすばやく計算できる

ことの有用性を感じることができるような授業

展開を仕組んでいた。 

 その結果、本時の授業では、式の形や係数に

着目し、「展開」した結果がどうなるかを予想し、

仲間と話し合う姿が見られた。またその結果が

正しいことを、分配法則や面積図を使って説明

し合う姿もあった。 

 

３．成果と課題 

 

<成果> 

単元を通して、新たな問題に向き合うときに

は、「一度自分で解き、面積図や分配法則を使っ

て確かめる」という考え方を徹底して指導して

いたため、本時の授業でも生徒はその考え方を

もとに新たな課題に取り組むことができていた。

また、面積図を使うことによって展開したとき

の式の の項の係数の意味に迫る話し合いをし

ているグループもあり、式の構造について議論

をしている様子もあった。 
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 そして、本時の授業が終わった後の因数分解

の学習では、面積図を使って導入を行った。「展

開の逆が因数分解である」という見方を、ほぼ

全員が理解し、例年より因数分解への抵抗感を

持たずに学習に取り組むことができた。生徒の

ノートには「展開も因数分解も同じように式の

構造に着目すると解くことができる」という記

述が見られた。 

 

<課題> 

本時の授業では、 の係数が 1以外の場合でも

乗法公式を利用して展開をすることができるか

を考える授業であった。分配法則や面積図を使

って、展開した式の妥当性を確かめる場面があ

ったが、それは計算方法が正しいことの確かめ

にしかなっていなかった。単元を通して、面積

図をもう一度並べ直すという考え方を指導して

いなかったため、本時で教員が「本当にこの説

明で乗法公式が利用できることを説明できてい

るのか」という追究をしたが、それに対応する

方法を生徒は持ち合わせていなかった。教員が

面積図の使い方や、式と図の対応のさせ方をき

ちんと理解することができていなかった。(下図

参照) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４．今年度の学び 

これまで様々な研修会に参加させていただい

たり、校内研修の機会をいただいたりした。そ

のなかで、必ず単元ゴールの設定や単元計画の

重要性を耳にしてきた。 

今年度も数学科として、単元ゴールから逆算

した単元計画を練り、それを基に授業を進めて

いた。しかし、今回のレポートにも記述してい

る通り、「単元末に教員が生徒に身に付けさせた

い力」と「実際に生徒が身に付けた力」に誤差

が生じてしまうことがあった。これは、単元ゴ

ールや単元計画を練った後、生徒の実際の様子

などを踏まえて、そのゴールや計画で本当に生

徒に力がついているのかを検証する機会が少な

かったことが原因だと考えられる。 

そこで、年度途中からではあるが、数学科と

して「学びの足跡シート」を作成し、計画・実

行・検証・改善のサイクルを回せるようにした。 

「学びの足跡シート」とは、単元ゴールを達

成するために単元を貫く問いや小単元ごとの問

いを記載し、生徒がそれに対する答えや振り返

り、自分の考えを記述することができるように

なっているシートである。生徒側からすると、

単元の流れや学習内容が一目で振り返ることが

でき、教員側からすると小単元ごとに生徒がど

のように考え、どのような力が身に付いている

かが把握しやすい。 

今後は、この「学びの足跡シート」を利用し

て、単元ゴールや単元計画の妥当性を検証しな

がら授業を展開していくようにしたい。 

分配法則を利用し

て、予想が正しいこ

とは確かめること

ができた。 

面積図を利用して

も、予想が正しいこ

とを確かめること

もできた。 

ただし、計算結果の確かめにしかなって

おらず、本時の課題の「 の係数が 1で

はない場合についても乗法公式が利

用できるのか」については説明ができ

ていない。 


